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研
鑑 

   

は
じ
め
に 

 

司
会
＝
い
よ
い
よ
今
号
か
ら
、
テ
キ
ス
ト

（
岩
波
文
庫 

エ
ン
ゲ
ル
ス
著
、
大
内
兵
衛

訳
）
学
習
に
入
り
ま
す
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
何

を
訴
え
た
か
っ
た
の
か
、
私
た
ち
が
何
を
ど

の
よ
う
に
ま
な
ぶ
か
、
全
体
像
を
ま
ず
掴
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、『
空
想
よ
り
科
学
へ
』
は
い

つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
、
私
た
ち

労
働
者
へ
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
何
を
訴
え
て
い
る

か
、
簡
潔
に
述
べ
て
く
だ
さ
い
。 

  

        

ベ
ル
リ
ン
大
学
の
私
講
師 

 
 
 

デ
ュ
ー
リ
ン
グ
博
士
へ
の
批
判 

 

Ｈ
＝
こ
の
小
冊
子
は
、
も
と
も
と
は
『
反
デ

ュ
ー
リ
ン
グ
論
』（
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
全
分
野

に
わ
た
る
総
括
的
な
膨
大
な
解
説
書
）
の
一

部
分
を
取
り
上
げ
た
内
容
で
す
。
そ
れ
は
マ

ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
生
き
て
い
た
時
代
、

ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
政
党
が
勢
力
を
伸
ば
し

た
時
期
で
し
た
。
ド
イ
ツ
社
会
党
の
二
派
、

ラ
サ
ー
ル
派
と
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
派
が
合
同
し
、

党
の
勢
力
が
増
大
し
、
敵
に
対
し
全
勢
力
を

傾
け
る
能
力
を
獲
得
し
た
時
期
で
す
。
し
か

し
、
突
如
、
修
正
主
義
者
が
出
現
し
ま
す
。 

        

と
き
は
１
８
７
５
年
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
私

講
師
で
あ
っ
た
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
博
士
の
誤
っ

た
理
論
が
こ
の
ド
イ
ツ
社
会
党
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
自
分
の
セ
ク
ト
を
つ
く
り
別

個
の
党
の
中
核
に
し
よ
う
と
図
っ
た
の
で
し

た
。
こ
の
10
年
前
、
１
８
６
４
年
に
第
一

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労

働
者
、
社
会
主
義
者
が
創
設
し
た
世
界
初
の

国
際
政
治
結
社
）
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
は
ま
だ
生
ま
れ
た

ば
か
り
で
、
こ
の
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
誤
っ
た

思
想
に
影
響
さ
れ
始
め
た
の
で
す
。 

そ
こ
で
、
１
８
７
８
年
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は

『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
を
発
行
し
ま
し
た
。

みんなの学習講座 
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こ
の
時
、
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
を
ほ
ぼ

完
了
し
、
完
成
さ
せ
た
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
、
そ

の
世
界
観
の
全
貌
を
、
何
ら
か
の
形
に
お
い

て
公
表
す
る
こ
と
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
任
務
で

あ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
の
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
を
利

用
し
て
、
彼
の
社
会
主
義
の
理
論
を
ド
イ
ツ

労
働
者
の
前
に
提
示
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
忙
し
い
労
働
者
に
は
何
分
に
も

大
き
す
ぎ
た
し
、
む
ず
か
し
す
ぎ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
い
ち
ば
ん
重
要
な
部
分
だ
け
を
分

離
し
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
中
身
は
マ
ル
ク

シ
ズ
ム
の
結
論
で
、
言
い
換
え
れ
ば
「
科
学

的
社
会
主
義
と
は
何
ぞ
や
」
と
い
う
大
問
題

に
答
え
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
『
空
想
よ

り
科
学
へ
―
社
会
主
義
の
発
展
―
』
と
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
名
前
が
付
け
ら
れ
た
、
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

Ｓ
Ｉ
＝
『
空
想
よ
り
科
学
へ
―
社
会
主
義
の

発
展
―
』
と
い
う
表
題
に
は
、
資
本
主
義
は

将
来
必
ず
社
会
主
義
に
代
わ
る
と
い
う
含
み

が
あ
る
こ
と
で
す
ね
。

ド
イ
ル
語
版
を
翻
訳

し
岩
波
文
庫
で
発
刊

し
た
大
内
兵
衛
氏
は
、

第
一
章
は
「
空
想
的

社
会
主
義
」、
第
二

章
は
「
弁
証
法
的
唯

物
論
」、
第
三
章
は

「
資
本
主
義
の
発

展
」
と
、
三
章
に
そ

れ
ぞ
れ
表
題
を
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。 

 

本
書
は
こ
の
順
序
に
従
っ
て
、
す
な
わ
ち
、

人
間
の
思
想
の
歴
史
の
中
で
、
新
し
い
理
想

と
し
て
の
社
会
主
義
が
、（
一
）
ど
う
し
て

生
ま
れ
た
か
、（
二
）
そ
れ
が
ど
う
い
う
わ

け
で
現
実
の
要
求
な
の
か
、
そ
し
て
（
三
）

将
来
そ
れ
は
ど
う
な
る
の
か
、
そ
の
三
つ
の

話
を
整
然
と
順
序
を
追
っ
て
何
人
に
も
わ
か

る
よ
う
に
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
説
明
し
て

い
る
、
と
教
え
て
い
ま
す
。 

 

資
本
主
義
は
必
ず 

社
会
主
義
へ
変
わ
る 

 

司
会
＝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
わ
か
り
ま
し
た
か
。 

Ｍ
＝
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
私
た
ち
労
働
者
に
訴
え

た
か
っ
た
の
は
、
歴
史
の
発
展
法
則
と
し
て

資
本
主
義
は
必
ず
社
会
主
義
に
代
わ
る
と
提

起
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
内
兵
衛
氏
の
訳
文

を
読
む
と
理
解
で
き
ま
す
。 

 

し
か
し
、
先
日
、
Ｈ
さ
ん
か
ら
こ
の
講
座

に
副
題
を
付
け
た
い
と
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

反デューリング論 
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Ｈ
さ
ん
は
「
資
本
主
義
は
必
ず
社
会
主
義
に

代
わ
る
」
と
大
内
さ
ん
の
訳
文
通
り
に
提
案

さ
れ
ま
し
た
。 

 

私
は
違
う
と
思
い
ま
す
。 

司
会
＝
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。 

Ｍ
＝
歴
史
の
発
展
法
則
で
は
、
資
本
主
義
は

社
会
主
義
に
代
わ
り
ま
す
。
だ
が
、
資
本
主

義
は
自
動
崩
壊
せ
ず
、
そ
の
変
革
の
担
い
手

は
労
働
者
階
級
ー
私
た
ち
で
あ
る
ー
と
学
び

ま
す
。
だ
か
ら
「
変
革
す
る
」
と
い
う
意
味

を
込
め
て
「
必
ず
変
わ
る
」
と
し
た
方
が
、

思
い
が
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。 

司
会
＝
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。 

Ｓ
Ｉ
＝
大
事
な
の
は
、
私
た
ち
が
何
を
ど
う

学
び
、
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
で
す
。
Ｍ
さ

ん
の
言
う
通
り
、
私
た
ち
が
変
革
の
担
い
手

で
あ
る
と
自
覚
で
き
る
、
成
長
で
き
る
よ
う

な
学
習
会
に
し
た
い
で
す
ね
。 

司
会
＝
１
年
間
の
学
習
会
で
皆
さ
ん
の
成
長

が
楽
し
み
で
す
。
で
は
、
Ｍ
さ
ん
の
提
起
を

取
り
入
れ
、
副
題
は
「
資
本
主
義
は
必
ず
社

会
主
義
に
変
わ
る
」
と
し
ま
す
。 

 

い
よ
い
よ
今
月
か
ら
３
ヵ
月
か
け
て
、
第

一
章
〔
空
想
的
社
会
主
義
〕
の
項
を
学
び
ま

す
。
担
当
の
西
部
協
か
ら
、
大
掴
み
で
何
を

学
ぶ
か
提
起
し
て
く
だ
さ
い
。 

Ｆ
Ｋ
＝
３
月
号
で
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

情
勢
か
ら
啓
蒙
思
想
が
な
ぜ
出
て
き
た
か
、

フ
ラ
ン
ス
大
革
命
の
意
義
を
。
４
月
号
は
、

マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
こ
と
に
フ
ー

リ
エ
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
三

大
空
想
的
社
会
主
義
者
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
、

空
想
的
社
会
主
義
の
誤
り
。
５
月
号
は
、
社

会
発
展
、
こ
と
に
資
本
主
義
社
会
か
ら
社
会

主
義
社
会
へ
の
発
展
の
必
然
性
が
、
二
つ
の

発
見
（
唯
物
史
観
と
剰
余
価
値
に
よ
る
資
本

主
義
的
生
産
の
秘
密
の
暴
露
）
に
よ
っ
て
明

瞭
に
さ
れ
ま
し
た
。 

 

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の 

啓
蒙
思
想
か
ら
始
ま
る 

 

司
会
＝
そ
れ
で
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、

な
ぜ
、
啓
蒙
思
想
が
出
て
き
た
か
歴
史
的
背

景
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。 

Ｆ
Ｋ
＝
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
キ
リ
ス

ト
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
が
政
治
・
経
済
、
社

会
、
文
化
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。
法
王

（
宗
教
的
権
威
）
は
最
大
の
権
力
者
で
、
国

王
（
世
俗
的
権
力
）
も
支
配
し
ま
し
た
。 

１
３
３
７
～
１
４
５
３
年
は
イ
ギ
リ
ス
王

権
力
と
フ
ラ
ン
ス
王
権
力
が
「
１
０
０
年
戦

争
」
を
展
開
し
た
時
代
。
そ
の
費
用
を
都
市

商
工
民
と
農
民
に
重
税
を
課
し
た
。
不
満
と

苦
し
さ
は
爆
発
し
、「
ワ
ッ
ト
・
タ
イ
ラ
ー

の
乱
」
が
起
き
た
。
教
会
領
主
（
主
教
と
僧

院
長
）
は
農
奴
制
を
頑
固
に
守
り
抜
こ
う
と

し
て
い
た
た
め
、
農
民
た
ち
の
不
満
は
教
会

に
も
向
か
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
時
、
ジ
ョ
ン
・
ボ
ー
ル
と
い
う
名
の

民
衆
説
法
者
が
「
土
地
は
万
人
の
も
の
で
あ

り
、
万
人
は
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
訴
え
、
こ
の
思
想
が
広
ま
っ
た
。
彼
は
修

道
院
か
ら
広
大
な
領
地
を
取
り
上
げ
、
全
て

の
農
民
に
分
配
せ
よ
と
主
張
し
た
。
一
切
の

財
産
が
共
有
と
な
り
、
農
奴
も
貴
族
も
い
な
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く
な
り
、
万
人
が
平
等
と
な
っ
た
と
き
、
イ

ギ
リ
ス
は
住
み
よ
い
社
会
に
な
る
と
主
張
し

た
。 

Ｔ
Ｋ
＝
宗
教
改
革
運
動
を
本
当
に
支
え
た
の

は
、
法
王
、
王
権
、
封
建
領
主
た
ち
の
搾
取

と
収
奪
に
恨
み
を
持
つ
農
奴
た
ち
で
あ
っ
た
。

そ
の
優
れ
た
指
導
者
が
ド
イ
ツ
の
ト
マ
ス
・

ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
（
１
４
８
９
年
頃
～
１
５
２

５
年
）
で
あ
っ
た
。 

過
酷
な
搾
取
と
収
奪
に
あ
え
ぐ
農
民
の
利

益
を
代
表
し
た
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
は
、
搾
取
者

も
な
け
れ
ば
被
搾
取
者
も
な
く
、
万
人
は
平

等
で
、
財
産
は
人
民
全
体
の
も
の
で
あ
る
べ

き
だ
と
考
え
た
そ
の
立
場
か
ら
、
法
王
権
、

王
権
、
封
建
領
主
な
ど
、
一
切
の
封
建
権
力

を
打
倒
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。 

こ
の
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
の
思
想
と
運
動
を
支

え
た
の
は
、
封
建
権
力
と
対
抗
し
始
め
た
一

部
の
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
圧
倒
的
多
数

の
農
民
、
都
市
貧
民
、
職
人
、
鉱
山
労
働
者

た
ち
で
し
た
。 

Ｔ
Ｇ
＝
当
時
の
社
会
制
度
、
政
治
形
態
に
痛

烈
な
批
判
を
加
え
た
社
会
思
想
家
で
し
た
。

彼
ら
は
、
自
由
・
平
等
・
友
愛
（
博
愛
）
の

思
想
を
主
張
し
て
、
絶
対
王
政
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
を
攻
撃
し
た
の
で
す
。 

啓
蒙
主
義
者
た
ち
は
、「
外
的
権
威
な
る

も
の
を
一
切
認
め
ず
」、「
理
性
」
を
「
唯
一

の
尺
度
」
と
し
て
、
宗
教
、
自
然
観
、
社
会
、

国
家
制
度
を
批
判
し
ま
し
た
。 

Ｇ
Ｏ
＝
日
本
に
も
啓
蒙
主
義
者
は
い
ま
し
た

か
。 

Ｆ
Ｋ
＝
日
本
人
で
い
え
ば
、
福
沢
諭
吉
の

「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
、
人
の
下
に

人
を
造
ら
ず
」
と
い
う
の
が
啓
蒙
思
想
で
す
。

だ
が
、
こ
れ
は
『
学
問
の
す
す
め
』
の
一
部

で
あ
り
、
全
文
を
読
む
と
啓
蒙
主
義
者
と
は

言
え
が
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

日
本
は
、
江
戸
幕
府
（
１
６
０
３
～
１
８

６
７
）
時
代
は
、
鎖
国
で
諸
外
国
と
の
貿

易
・
交
易
が
な
か
っ
た
た
め
、
文
化
や
思
想

的
潮
流
の
遅
れ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

Ｓ
Ａ
＝
啓
蒙
思
想
・
啓
蒙
主
義
と
は
、
階

級
・
階
層
が
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
た
絶
対

王
政
の
時
代
に
、
国
王
も
、
貴
族
も
、
農
民

も
、
一
人
の
人
間
と
し
て
は
同
じ
だ
と
い
う

考
え
方
で
す
か
。 

Ｔ
Ｇ
＝
皆
、
自
由
で
あ
り
、
平
等
だ
、
と
し

た
思
想
だ
か
ら
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

当
時
と
し
て
は
急
進
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

  

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命 

 

司
会
＝
フ
ラ
ン
ス
革
命
（
１
７
８
９
～

99
）
の
特
徴
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。 

Ｔ
Ｇ
＝
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
「
絶
対
王

政
」
で
す
。
こ
の
社
会
制
度
、
政
治
形
態
に

痛
烈
な
批
判
を
加
え
た
社
会
思
想
家
で
し
た
。

彼
ら
は
、
自
由
・
平
等
・
友
愛
（
博
愛
）
の

思
想
を
主
張
し
て
、
絶
対
王
政
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
を
攻
撃
し
た
の
で
す
。 

啓
蒙
主
義
者
た
ち
は
、「
外
的
権
威
な
る

も
の
を
一
切
認
め
ず
」、「
理
性
」
を
「
唯
一

の
尺
度
」
と
し
て
、
宗
教
、
自
然
観
、
社
会
、
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国
家
制
度
を
批
判
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
フ

ラ
ン
ス
絶
対
主
義
国
家
の
変
革
を
求
め
た
の

で
す
。 

Ｔ
Ｋ
＝
啓
蒙
思
想
と
そ
の
運
動
は
、
フ
ラ
ン

ス
で
最
も
大
き
く
発
展
し
た
。
啓
蒙
思
想
に

導
か
れ
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
「
理
想

の
王
国
」
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
実
は
理

想
化
さ
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
王
国
に
他

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
フ
ラ
ン

ス
革
命
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。 

Ｕ
＝
も
う
少
し
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。 

Ｆ
Ｋ
＝
「
理
想
の
王
国
」
を
求
め
て
、
国
王

や
封
建
貴
族
に
対
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は

芽
生
え
て
き
て
い
た
賃
労
働
や
農
奴
ら
と
共

に
闘
い
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
的
共
和
国

を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。 

 

だ
が
、
資
本
主
義
は
賃
労
働
な
し
に
は
存

在
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
中
世
の
ギ
ル
ド

（
同
業
組
合
）
の
親
方
が
近
代
の
ブ
ル
ジ
ョ

ア
に
発
展
す
る
に
応
じ
て
、
ギ
ル
ド
の
日
雇

い
職
人
や
ギ
ル
ド
外
の
日
雇
労
働
者
は
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
に
発
展
し
た
の
で
す
。 

Ｔ
Ｋ
＝
人
類
の
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
（
博

愛
）」
を
掲
げ
、「
理
想
の
王
国
」
を
求
め
て

闘
っ
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
に
生
ま
れ
た
の

が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
で
あ
り
、
資
本
主

義
社
会
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

司
会
＝
理
解
で
き
た
で
し
ょ
う
か
、
他
に
質

問
は
あ
り
ま
す
か
。 

Ｓ
Ｋ
＝
本
筋
か
ら
ず
れ
る
よ
う
で
す
が
、
理

性
に
訴
え
る
と
い
う
と
、
今
日
の
日
本
国
の

中
で
、「
人
間
革
命
」
を
唱
え
て
い
る
宗
教

団
体
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
同
様
に
捉
え
て
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。 

Ｍ
＝
現
実
的
な
経
済
基
盤
を
抜
き
に
、
観
念

的
に
人
間
個
々
の
理
性
に
訴
え
る
と
い
う
意

味
で
は
同
様
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
中
世
の
絶
対
王
政
時
代
に
、
自

由
と
平
等
を
掲
げ
て
、
理
想
的
社
会
状
態
の

ユ
ー
ト
ピ
ア
（
空
想
的
）・
理
想
の
王
国
を

求
め
て
闘
い
を
推
し
進
め
た
人
た
ち
と
は
全

く
違
い
ま
す
。
社
会
を
変
え
る
革
命
の
思
想

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

司
会
＝
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

る
べ
き
か
、
も
う
一
度
、
Ｆ
Ｋ
さ
ん
に
整
理

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

Ｆ
Ｋ
＝
１
７
８
９
年
７
月
14
日
の
バ
ス
テ

ィ
ー
ユ
牢
獄
の
襲
撃
を
キ
ッ
カ
ケ
と
し
て
、

農
民
騒
擾
や
小
生
産
者
の
暴
動
は
全
国
に
広

が
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
の

開
始
で
す
。 

１
７
９
９
年
11
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ク

ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
執
政
官
内
閣
を
倒
し
、

政
権
を
掌
握
し
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
ブ
リ
ュ

メ
ー
ル
（
霧
月
）
18
日
の
ク
ー
デ
タ
ー
」

で
す
。
そ
し
て
国
民
投
票
に
よ
っ
て
皇
帝
の

位
に
つ
き
、
こ
う
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は

終
熄
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
社
会

体
制
は
、
一
応
安
定
化
す
る
に
至
り
ま
す
。 

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
い
う
ま
で
も
な
く
ブ
ル

ジ
ョ
ア
革
命
で
あ
り
、
労
働
者
や
農
民
も
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
と
も
に
封
建
的
支
配
階
級

に
対
し
て
闘
い
ま
し
た
が
、
こ
の
革
命
は
私
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有
財
産
制
度
に
手
を
触
れ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

18
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
か
ら
説

き
起
こ
し
、
啓
蒙
思
想
家
に
よ
っ
て
理
性
の

革
命
と
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス

革
命
が
も
た
ら
し
た
理
性

の
王
国
が
、
実
は
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
の
王
国
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

司
会
＝
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

次
回
は
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
後
に
現
れ
た
三
人
の
偉

大
な
空
想
家
に
つ
い
て
学

習
し
ま
す
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア

社
会
の
発
生
・
発
展
の
過

程
で
、「
理
想
社
会
」
を

追
い
求
め
た
内
容
や
、
な

ぜ
「
空
想
的
社
会
主
義
」

と
な
っ
た
か
紐
解
き
ま
す
。 

   

                      

先
月
の
２
月
号
で
、「
な
ぜ
、
キ
ュ
ー
バ

共
和
国
や
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
ボ
リ
バ
ル
共
和

国
の
話
が
急
に
出
て
く
る
の
か
」
と
、
読

者
か
ら
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
再
度
、

東
京
編
集
部
の
考
え
方
を
追
記
し
ま
す
。 

１
９
９
０
年
代
初
頭
に
、
ソ
連
・
東
欧

諸
国
の
社
会
主
義
国
は
崩
壊
し
、
社
会
主

義
の
優
位
性
や
確
信
が
揺
ら
ぎ
始
め
て
き

ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
21
世
紀
の
今

日
、
社
会
主
義
建
設
に
着
実
に
前
進
し
て

い
る
、
キ
ュ
ー
バ
共
和
国
や
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
・
ボ
リ
バ
ル
共
和
国
の
事
実
を
取
材

し
、
読
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
学
習
し
よ
う

と
企
画
し
、
２
月
号
に
載
せ
ま
し
た
。
平

和
革
命
を
実
践
し
て
い
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に

今
、
国
民
主
権
を
脅
か
す
攻
撃
が
強
ま
っ

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
英
仏
独

が
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
退
陣
を
迫
る
中
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
の
今
を
知
る
内
容
と
し
て
紹
介

し
ま
し
た
。 

フランス革命、バスティーユ牢獄の襲撃 


